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前
回
に
引
き
続
き
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

に
関
す
る
学
術
論
文
を
レ
ビ
ュ
ー
（
概
観
、

批
評
）
し
ま
す
。
今
回
は
量
的
研
究
（
統

計
的
手
法
を
用
い
た
研
究
）
を
取
り
上
げ

ま
す
。

　
タ
イ
王
国
の
高
校
生

　

Saechan

ら※

は
、タ
イ
王
国
の
最
南
端
の

複
数
の
県
で
、高
校
生
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

の
水
準
、
お
よ
び
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関

し
て
高
校
生
が
直
面
す
る
問
題
を
調
査
し

ま
し
た
。そ
れ
ら
は
変
数（
性
別
、文
系
か

理
系
か
、Ｇ
Ｐ
Ａ（grade point average

：

成
績
平
均
値
）、学
校
の
所
在
地
）
に
よ
っ

て
異
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
仮
説
に
本
研
究

は
立
ち
ま
し
た
。

　

仮
説
の
背
景
に
は
、
女
性
よ
り
男
性
の

ほ
う
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
（
ま
た

は
そ
の
逆
。
ど
ち
ら
の
研
究
結
果
も
あ

る
）、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
学
業
成
績
に

は
関
連
が
あ
る
、
文
系
か
理
系
か
が
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

い
っ
た
こ
と
を
各
国
の
先
行
研
究
が
示
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
こ

の
こ
と
を
論
文
は
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

文
脈
的
に
そ
う
読
め
ま
す
）。

　

本
研
究
で
は
、層
化
無
作
為
抽
出
法（
母

集
団
を
い
く
つ
か
の
層
に
分
け
、
各
層
か

ら
独
立
に
、
無
作
為
（
ラ
ン
ダ
ム
）
に
標

本
（
サ
ン
プ
ル
）
を
取
り
出
す
方
法
）
に

よ
っ
て
三
九
〇
人
の
生
徒
た
ち
を
抽
出
し

ま
し
た
。
タ
イ
王
国
の
生
徒
た
ち
の
た
め

に
作
ら
れ
た
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
指
標
に
準
じ
て
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
試
験
お
よ
び
質
問
紙

が
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
前
者
の
試
験
で
は
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
七
つ
の
基
準

（
図
１
）
に
つ
い
て
、
計
五
六
の
設
問
に

よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
水
準
を
五
段
階
で

判
定
し
ま
し
た
。
後
者
の
質
問
紙
で
は
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
し
て
生
徒
た
ち
が

直
面
す
る
問
題
を
六
つ
の
側
面
（
図
２
）

に
分
け
、
計
三
〇
の
質
問
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
程
度
を
判
定
し
ま
し
た
。
判
定

に
は
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
と
い
う
統
計
解
析
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
用
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

●
総
合
的
に
見
て
、
生
徒
た
ち
の
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
水
準
は
＇Pass　
（
五
段

階
中
の
下
か
ら
二
番
目
）だ
っ
た
。「
基

準
３
：
必
要
な
情
報
を
分
析
し
、
評
価

し
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
お
よ

び
「
基
準
７
：
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
利
用
す
る
た
め
の
知
識
や
必
要

な
ス
キ
ル
を
有
す
る
」
に
限
っ
て
は

＇Fail　
（
五
段
階
中
最
低
）
だ
っ
た
。

複
数
の
先
行
研
究
と
同
様
の
結
果
と

な
っ
た
。

●
各
変
数
が
生
徒
た
ち
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
の
水
準
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

・
男
子
生
徒
よ
り
女
子
生
徒
の
ほ
う
が

　
　

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
水
準
が
高
か
っ

　
　

た
。

　

・
文
系
の
生
徒
よ
り
も
理
系
の
生
徒
の

　
　

ほ
う
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
水
準
が

　
　

高
か
っ
た
。

　

・
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
高
い
生
徒
は
情
報
リ
テ
ラ

　
　

シ
ー
の
水
準
も
高
か
っ
た
。

　

・
学
校
の
所
在
地
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

　
　

の
水
準
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。

●
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
し
て
生
徒
た
ち

が
直
面
す
る
問
題
は
、
六
つ
の
側
面
す

べ
て
で
＇m

oderate

（
中
く
ら
い
の
：

三
段
階
中
の
二
番
目
）
だ
っ
た
。

●
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
し
て
生
徒
た
ち

が
直
面
す
る
問
題
に
は
、「
性
別
」、「
文

系
か
理
系
か
」、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
」
の
各
変
数

に
よ
る
、
統
計
的
に
有
意
な
差
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。「
学
校
の
所
在
地
」

と
い
う
変
数
の
み
が
有
意
な
影
響
を
与

え
て
お
り
、
都
会
の
学
校
の
ほ
う
が
問

題
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

●
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
し
て
直
面
す
る

問
題
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
の
自
由
回

答
で
は
次
の
よ
う
な
事
項
が
上
位
に
挙

が
っ
た
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス

の
あ
る
生
徒
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
不
十

分
で
あ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

W
i-Fi

の
電
波
が
弱
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
やW
i-Fi

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

時
間
が
制
限
さ
れ
て
い
る
、
本
が
古
い
、

イ
ヤ
ホ
ン
が
使
え
な
い
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
使
え
な
い
、
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
生

徒
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
敏
感
で
あ
る
こ
と

や
、
前
述
の
と
お
り
「
基
準
７
」
に
お

い
て
生
徒
た
ち
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の

水
準
が
低
い
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
知
見
に
基
づ
き
、
以
下
の
事

項
をSaechan

ら
は
提
言
し
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
教
員
や
図
書
館
員
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
者
が
参
加
す
る
協
働
的
な

教
育
を
活
用
し
、
教
育
・
学
習
活
動
を

再
設
計
す
べ
き
で
あ
る
。

●
教
育
を
管
轄
す
る
部
局
や
管
理
職
は
、

教
室
や
図
書
館
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
で

利
用
で
き
る
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
を

生
徒
た
ち
に
提
供
す
る
た
め
の
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
あ

る
。

　

前
回
紹
介
し
た
研
究
と
同
様
、
本
研
究

に
も
批
判
、
あ
る
い
は
、
本
研
究
か
ら
何

が
導
き
出
さ
れ
る
か
を
も
っ
と
考
え
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、Saechan

ら
の
前
述
の
提
言
は
、

具
体
的
な
細
か
い
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

今
後
の
全
体
方
針
を
示
す
も
の
と
い
え
ま

す
。
た
し
か
に
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関

し
て
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
不
備
に
関
す
る
も
の
が
生
徒
た
ち

の
自
由
回
答
で
上
位
に
挙
が
り
ま
し
た
の

で
、
提
言
の
特
に
二
点
目
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
基
準
を
実
現
す
る
と
こ
ろ
ま
で

持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
有
効
で

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
男
子
生
徒
よ
り
女
子
生
徒

の
ほ
う
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
水
準
が
高

か
っ
た
」、「
文
系
の
生
徒
よ
り
も
理
系
の

生
徒
の
ほ
う
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
水
準

が
高
か
っ
た
」
の
よ
う
な
点
も
本
研
究
は

指
摘
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、

今
後
の
全
体
方
針
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
う
し
た
点
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
と
よ

い
と
個
人
的
に
感
じ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
原
因
や
背
景
が
気
に
な
り
ま

す
。
な
ぜ
、
男
子
生
徒
よ
り
女
子
生
徒
が
、

文
系
の
生
徒
よ
り
理
系
の
生
徒
が
、
高
い

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
水
準
を
判
定
す
る
た
め
の
試

験
を
本
研
究
は
行
い
ま
し
た
が
、
女
子
生

徒
や
理
系
の
生
徒
が
得
意
と
し
が
ち
な
設

問
だ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
設
問
が
異
な
れ

ば
、
異
な
る
結
果
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
よ
り
き
め
細
か
い
対
策
も
検
討

で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
仮
に
、
性
別
や

文
系
／
理
系
で
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
差
が

あ
る
こ
と
が
確
定
的
で
あ
る
場
合
、
男
子

生
徒
／
女
子
生
徒
、
文
系
の
生
徒
／
理
系

の
生
徒
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
も
、
そ
の
中

で
得
意
分
野
と
不
得
意
分
野
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
得
意
分
野

を
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
、
不
得
意
分
野
を

で
き
る
だ
け
な
く
す
こ
と
を
検
討
す
る
よ

う
な
後
続
の
研
究
が
あ
り
え
ま
す
。
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
を
一
律
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、
性
別
や
文
系
／
理
系
な
ど
、
生
徒
の

特
性
に
よ
っ
て
対
策
を
使
い
分
け
る
と
い

う
発
想
は
、
わ
が
国
で
も
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
も
本
研
究
は
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
国
内
の
文
献
に
目
を
向
け
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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情 報 リ テ ラ シ ー

図１ 　情報リテラシーの水準

図２ 　情報リテラシーに関して直面する問題

基準１：学習や日常生活に関する情報の重要性や必要性を認識する。
基準２：情報資源にアクセスすることができる。情報検索ツールの利用
　　　　法を知っている。
基準３：必要な情報を分析し、評価し、選択することができる。
基準４：情報を収集し、整理し、総合し、利用することができる。
基準５：情報を利用して、独創的な仕方で新たな作品や知識を作り出す
　　　　ことができる。
基準６：情報に関する問題について、倫理観を持ち、法を尊重し、社会
　　　　に対して責任感を示す。
基準７：さまざまな仕方で I C T を利用するための知識や必要なスキル
　　　　を有する。

側面１：さまざまな情報源から情報を探し出す。
　　　　［筆者注：「こうした側面に関して問題だと感じていることは何か」のよう
　　　　な調査だったと思われます］

側面２：情報に関するツールやICTのハードウエア、ソフトウエアを利
　　　　用する。
側面３：情報を探索する。
側面４：さまざまな状況下で情報を利用する。
側面５：情報リテラシーを支援する活動。
側面６：ICTのリテラシーを支援する活動。

情報リテラシーに関する海外の学術研究（２）
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